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年 2 月，8 週連続 1 位，74.8 万枚）3rd シングル『圭子の夢は夜ひらく』（1970
年 4 月，10 週連続 1 位，76.5 万枚）合わせてオリコンシングルチャート 18 週











2 Stéphane Courtois et al. [1997] Le Livre Noir du Communisme: Crimes, Terreur et Répression, 
Robert Laffont, translated by J. Murphy and M. Kramer [1999] The Black Book of Communism: 





3 日本のディスクのチャート順位，売上枚数は，『SINGLE CHART-BOOK COMPLETE 
EDITION 1968-2010』オリコン・エンターテインメント，2012 年，『ALBUM CHART-BOOK 










































































は話してみたかった」（【　】内は発売時には省かれ，2008 年 8 月 6 日放映の 
『NHK 歌謡コンサート』で再現された，4 番の歌詞）






























とになっている（同，140 〜 5 頁）。自殺した子は竜子という。竜子という名を
フィクションで使うのは，かなり気の強い女性というイメージ喚起するためと
思われるので，単なる自殺ではなく無理心中ではなかろうか。阿久が北原に書
いた 3rd シングル『何も死ぬことはないだろうに』（1971 年 10 月）は心中をテー
マとしているので，無理心中しようとして相手を刺したが自分は死にきれな
かったというのが『ざんげの値打ちもない』のストーリーと思われる。そこで，








70 年代を代表する作詞家・阿久悠には 19 歳で戦死した兄と 20 歳になってす
ぐ捨てた男を殺した竜子，80 年代を代表する作詞家・松本隆には生まれながら

















































9 阿久悠「あまり売れなかったがなぜか愛しい歌　第 17 回　『さだめのように川は流れる』
唄 杏真理子／作曲 彩木雅夫」http://www.aqqq.co.jp/favorite_song/fsc17.html 2016 年 2 月 22
日閲覧）
10 平　山　朝　治
他方，小柳はデビュー曲『私の城下町』（71 年 4 月），4th シングル『瀬戸の
花嫁』（1972 年 4 月，1 位，74.1 万枚），5th シングル『京のにわか雨』（1972










まず，『瀬戸の花嫁』（1972 年 4 月）の「父さん母さん大事にしてね」という











10 阿久悠［2007］『夢を食った男たち──「スター誕生」と歌謡曲黄金の 70 年代』文春文庫（初


















































記』（1958 年 11 月，ミリオン）と松田聖子の『風立ちぬ』（1981 年 10 月，1 位，
12 平山朝治［2016b］「都はるみと阿久悠の演歌ルネサンス」『歴史文化研究』第 3 号 
Permalink : http://hdl.handle.net/2241/00143788。
13 五木寛之［1987］『艶歌・海峡物語　新装版』講談社，所収（初出は『小説現代』1966 年 12 月号）。
14 『昭和 48 年度芸術祭大賞受賞　春日八郎　栄光のリサイタル〜演歌とは何だろう』という
タイトルのライブ LP，カセットと CD になっている。
15 輪島裕介［2010］『創られた「日本の心」神話──「演歌」をめぐる戦後大衆音楽史』光文
社新書，298 〜 300 頁。
 アイドルのミッション 13
51.9 万枚）や『赤いスイートピー』（1982 年 1 月，1 位，50.0 万枚）の歌詞の
近さを橋本治は指摘し，島倉は「日本で最初の『アイドル歌謡の歌手』」だと
している 16。島倉の『東京の人さようなら』（1956 年 4 月，6 月に同タイトルで
島倉初主演映画公開）には「アンコ椿の　恋の花」「島のアンコの　黒髪を／
忘れないでね　また来てね」とあり，都はるみを世に知らしめた『アンコ椿は






［1990］360 〜 1 頁）。竹久は，松井須磨子が『復活』のなかで歌った，日本初
















のホープ」で，デビュー曲『博多みれん』（1971 年 5 月，100 位外）は日本調，







永嶺［2010］2 〜 4 頁）。彼女たちの台頭と並行して森の人気は翳りをみせはじ






図 1　 松井須磨子歌・竹久夢二絵『カチューシャの唄』（啓文堂，1914 年）同『新
小唄第三編　ゴンドラの唄』（セノオ音楽出版社，1916 年）扉絵，島倉





























































作 成 資 料 ）』54 号 http://www.sangiin.go.jp/japanese/annai/chousa/keizai_prism/backnumber/






崎宏美に 2nd シングル『ロマンス』（1975 年 7 月），沢田研二に『時の過ぎ行く










久［2007］173 〜 4 頁）と彼は記している。
阿久が作詞をやめようかとまで思った背景には，次のような事情があったと
思われる。阿久が初めて小柳に書いたシングル『花のようにひそやかに』が発

























































また，石川さゆりは 12th シングル『十九の純情』（1976 年 4 月）から 21st 





ビューしたものの，最初の 6 枚のシングルは 50 位以内に入ることなく，ほと
んど無名のままであったが，デビュー 3 年目にして 7th シングル『ちいさな秘
密』（1975 年 3 月，30 位，9.2 万枚）8th『あなたの私』（1975 年 7 月，19 位，
20 平　山　朝　治
14.7 万枚 23）で人気が出ており，岩崎の 1st『二重唱』（1975 年 4 月，19 位，
14.0 万枚）2nd『ロマンス』（1975 年 7 月，1 位，88.7 万枚）ヒットと同時であっ
たという点でも双子と言ってよいだろう。
私にとっても石川は 1958 年 1 月 30 日生まれで同年 2 月 12 日生まれの私と








岩崎に書いた最後の詞は 34th『未完の肖像』（1984 年 5 月，54 位，1.4 万枚）
であるのに対して，石川には 2000 年を過ぎても 89th『転がる石』（2002 年 3 月，
62 位，1.5 万枚），93rd『人間模様』（2003 年 9 月，51 位，1.5 万枚），「微笑み
だけで充分です」（35 周年記念オリジナルアルバム『さゆりⅢ』収録，2007 年
5 月）を書いている。『転がる石』は「十五は　胸を患って／咳き込むたびに血
を吐いた」ではじまる，15 〜 18 歳のころの自伝的な詞を石川に託したもので，
自分を石川の姓の最初の文字「石」にたとえることで石川といわば養父子の契
りを結んだと解せるし，2007 年 3 月 19 日に行われた「石川さゆりデビュー 35
23 1976 年 3 月 31 日に新宿コマ劇場で行われた最初のソロコンサート（『花開く 18 歳　石川
さゆりショー』1976 年 5 月発売，69 位，4 千枚）で玉置宏は実売 50 万枚を突破したと紹
介している。「死ぬ時でしょう」のところのフリは石川自身が弟と変身ごっこをしていて考
えついたもので，それがうけて“空手ソング”と呼ばれた（「石川さゆり根性物語」『明星』


















と，ほぼ同時にステップアップしていたとみることができる。石川は 1958 年 1




のわかれ』（1976 年 11 月）であり，阿久はおそらくそれを意識して岩崎の 6th





















冒頭に置いた 3rd オリジナルアルバム『飛行船』（1976 年 7 月，3 位，6.8 万
枚 25）のタイトルになった最後の第 10 曲「飛行船」は初期岩崎宏美の集大成と
もいうべき曲で，飛行船のイメージは「天まで響け！」にぴったりだ。しかし









25 アルバムの順位は LP，CT などの媒体のなかで週間最高位，売上げは各媒体の合計とする。
 アイドルのミッション 23
久自身も後述するように 6th オリジナルアルバム『思秋期から…男と女』で 18























1976 年の広島平和音楽祭のために作られ，のちに 13th シングル『あざやかな
場面』（1978 年 5 月）の B 面に収録された。私の理解ではこの曲は「12 月の雨」
24 平　山　朝　治
を作詞作曲した荒井由実がやはり作詞作曲し，バンバンが歌って大ヒットした






















Strawberry Time ／争いのない国へ／ Welcome to Strawberry Land ／ここに住む




シングル『Strawberry Time』（松本隆作詞，1987 年 4 月，1 位，31.7 万枚）は 
「いちご賛歌」をふまえた姉妹曲であろう。松田聖子は 1982 年の広島平和音楽
祭で松本隆作詞「HAPPY SUNDAY」（クリスマス企画アルバム『金色のリボン』
1982 年 12 月，1 位，17.4 万枚に収録）を歌ったが，その前に松本は，恋人同
士の日曜日を描いた日常の幸せを恒久的な平和への願いと結びつけるメッセー
ジを述べ（http://saintkid.blog116.fc2.com/blog-entry-1041.html 2016 年 3 月 16 日
閲覧），その延長上に「瑠璃色の地球」（13th アルバム『SUPREME』1986 年 6 月，









冬景色』（アルバム『花供養・365 日恋模様』1976 年 11 月からのシングルカット，
1977 年 1 月，6 位，72.7 万枚，FNS 歌謡祭グランプリ）は，『思秋期』と同じく，
作詞家阿久悠と作曲家三木たかしのコンビが，19 歳になろうとする 1958 年生
まれの実力派アイドルに書いた，歌手生命を賭けた勝負曲であり，両曲によっ
て三木は 1977 年レコード大賞の中山晋平賞（のちの作曲賞）を受賞した。そ
の年の大賞は沢田研二が歌った阿久作詞『勝手にしやがれ』（1977 年 5 月，1 位，




































岩崎の 9th シングル『悲恋白書』は 1977 年 4 月発売で春から初夏にかけてヒッ
トすることを見込んだ長調の曲だが，詞が先にでき，長調と短調の 2 種類の曲
が作られ，のちに短調の曲には別の詞がつけられ，「メランコリー日記」とし

















































年 10 月，3 位，8.1 万枚）は 4th『ウィズ・ベスト・フレンズ』とならんで当




















いて 1977 年 3 月の本番に臨み，合格することができた。阿久によれば岩崎も









出場 3 回目），2 位が石川さゆり（『津軽海峡・冬景色』，初出場），3 位なしだっ





と同じ 1976 年 10 月に大阪新歌舞伎座で行われた石川のライブ 2 枚組 LP『石








































ぐれ』（1980 年 2 月，114.6 万枚）を出して大ヒットしたものの，84 年末には
子作りに専念しようといったん引退したが，美空の死がきっかけとなって復帰
した。“HARUMi” “A NEW WORLD OF BEAUTY”などのアルファベットを散
りばめた振袖で歌った，『平安建都 1200 年記念・都はるみデビュー 30 年記念 
都はるみ大文字送り火コンサート　こよひ逢ふ人みなうつくしき　晶子』（上
賀茂神社，1994 年 8 月 16 日）は，春日流演歌から自由になった都はるみの記












































































年 8 月 27 日 07 時 00 分 http://www.excite.co.jp/News/entertainment_g/20130827/
Postseven_207034.html）自分の発作的な心の動きを織り込んで予防できるのは，
阿久の与えた種々な詞を歌いこんできた賜物ではないかとも思える。 
シングル『二十才前』を 1 曲目に配した 6th オリジナルアルバム『二十才前…』
（1978 年 4 月，10 位，3.7 万枚）は，帯に「誰もが避けることのできない，20
歳前のノスタルジックな想いを，ニューミュージックも含めて語りかける，宏
いくらい大荒れとなり，79 年引退した。以上，「藤圭子と『昭和歌謡』の怨念 （6） 紅白落選
のショックで自殺未遂」（http://www.asagei.com/excerpt/15661, 2016 年 2 月 15 日閲覧）による。
 アイドルのミッション 35
美ニュー・ブランドアルバム ‼」とあり，前半 6 曲目までを阿久が作詞し， 













岩崎の 14th シングル『シンデレラ・ハネムーン』（1978 年 7 月，13 位， 14.6
万枚）と，それを含む 7th オリジナルアルバム『パンドラの小箱』（1978 年 8 月，

















つけた映画『サタデー・ナイト・フィーバー』日本公開の 10 日後である 1978








第 1 曲「媚薬」と第 2 曲「パンドラの小箱」は，このアルバムのテーマを設
定する重要な楽曲だが，後述するように阿久作詞の『勝手にしやがれ』にから
図 2　 岩崎宏美『パンドラの小箱』（1978 年 8 月）ジャケット裏表，同『銀河































































を山口は，原曲を変え，軽いコブシをつけて歌う（平山［2016a］20 〜 1 頁，
注 23）のだから，春日流演歌のファンも新鮮な印象とともに安心して聞ける。
























































































岩崎もそれと呼応する試みをしていた。1977 年 10 月に行われたリサイタル
のなかには“日本の叙情「ふりむけばふるさとが」”というコーナーがあり，
⒜家路（曲はドボルザーク　交響曲第 9 番新世界より　第二楽章） ⒝故郷の廃
家（W. S. Hays 作曲 My Dear Old Sunny Home） ⒞里の秋 ⒟故郷の空（スコット
ランド民謡） ⒠浜辺の歌 ⒡赤とんぼ ⒢グリーンスリーブス（イングランド民謡）
を歌った（『新しい愛の出発／岩崎宏美　ラブ・コンサート・パート 1　Vol. 2』









いる 34 が，洋楽の割合は『キャンディーズ 10,000 人カーニバル』（1975 年 12 月，
37 位，1.9 万枚）が 2（いずれも訳詞）／ 10，『蔵前国技館 10,000 人カーニバ
ル Vol.2 キャンディーズ・ライブ』（1976 年 12 月，26 位，1.9 万枚）が 6（1 の
み訳詞）／ 18，『キャンディーズ ファイナルカーニバル プラス・ワン』（1978
年 5 月，1 位，12.1 万枚）が 6（いずれも原詞）／ 41 であるのに対し，同時期
の岩崎の場合『ロマンティック・コンサート』（1975 年 12 月，4 位，9.2 万枚）
が 4（いずれも訳詞）／ 19，『ロマンティック・コンサート II ～ちいさな愛の
1 ページ～』（1976 年 12 月，24 位，2.3 万枚）が 8（訳詞 7 原詞 1）／ 23，『ラブ・
コンサート・パート 1 ～新しい愛の出発～』（1977 年 12 月，46 位，1.3 万枚）
が 13（いずれも訳詞）／ 25，『ラブ・コンサート・パート 2 ～ふたりのための




















（ 5 ）石川さゆり 20 歳・極めつきの暗い歌
阿久は，岩崎の 20 歳の誕生祝いシングル作詞を阿木に委ねて成功を収めた
が，その 10 ヶ月半前に石川が 20 歳を迎える際のシングル『沈丁花』（1978 年
元日発売）も東海林良作詞だった。このときも阿久は成人を機に石川の作詞か
らいったん手を引こうとしたようだが，週間最高位が前作『暖流』の 11 位か



























『暖流』から『流氷』までの阿久作詞 4 曲のチャートは週間最高 11，35，36，












死んでも」，8th シングル『あなたの私』の「死ぬ時でしょう」や 10th シング

















馬場はかなり具体的にその経緯を公開している 36。1974 年 10 月，馬場はまだ
学生で就職内定後のアルバイトで見初めたが「かわいい」とか「いい女」といっ


























石川のシングルチャートをみると，1st『かくれんぼ』（1973 年 3 月，60 位， 
3.1 万枚）2nd『青い月夜の散歩道』（1973 年 8 月，72 位，4.2 万枚）のあと，
長らく 100 位以内に入らなかったが，7th『ちいさな秘密』8th『あなたの私』
37 後述するように，未成年女性の中絶率は 70 年代後半から 80 年代前半にかけて上昇しており，
昭和 49 ＝ 1974 年はその前にあたるので，馬場のこの説明は 70 〜 80 年代の性意識の変遷
を正確に述べたものと言うことができる。
48 平　山　朝　治
と急上昇してそれ以降 50 位以内をキープし，14th『花供養』（1976 年 10 月，




































（1980 年 6 月，66 位，1.9 万枚）には「きっとしあわせつかみます／みちゆき 
博多発　ふたりづれ／とべない女がとびました」とあり，石川を応援する心持
ちで作ったのだろう。
















































たようだ。しかし，1980 年秋に松田聖子の 3rd シングル『風は秋色』（1980 年
























































松本は岩崎に 27th シングル『檸檬』（1982 年 2 月，16 位，13.6 万枚）とそ
の B 面「影絵（シルエット）」の詞を書いており，後者には「鏡の内側で変わっ
てゆく私／仕草まで似てきたわ／あなたに」「シルエット　恋人よりも／妹の









43 「白い貝のブローチ」については，平山［2016a］2 （4） で論じた。
54 平　山　朝　治
岩崎の 1982 年と 83 年の秋のリサイタルにおける山川啓介訳詞「エイント・
ノー・マウンテン・ハイ・イナフ（Ain’t No Mountain High Enough）」（『’82 
HIROMI I Ｗ ASAKI RECITAL』『’83 HIROMI I Ｗ ASAKI RECITAL』MEG-CD




























川の「エイント・ノー・マウンテン・ハイ・イナフ」は，Diana Ross が 1970






















44 平山朝治［1984］『社会科学を超えて』啓明社，同［2009-1］『平山朝治著作集　第 1 巻 
増補　社会科学を超えて』中央経済社に再録。



























46 Leridon, H. （2006）, “Demographic Effects of the Introduction of Steroid Contraception in 





できないような状況で（馬場・石川［1984］100 〜 111，137 頁），「連れて逃げ













と同日の 1982 年 5 月 21 日発売，1 位，58.5 万枚，最後の曲），「おしえて　こ
こは何処？／私生きてるの？／天国に手が届きそうな／青い椰子の島」（『天国
















間サンケイ』1967 年 4 月 24 日号）のようであり 47，この曲はもともとジャッ











http://www.ne.jp/asahi/time/saman/jikikubunn.htm 2016 年 6 月 18 日閲覧。
48 「コオロシ」『大百科事典第 9 巻第 2 冊』（平凡社，1939 年）337 頁　  
http://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1246186/25。

図 3　 岩崎宏美『すみれ色の涙』（1981 年 6 月），松田聖子『赤いスイートピー』
（1982 年 1 月），岩崎宏美『聖
マドンナ




























中絶率が急増していた（図 5）。未練の流行歌は大正末に現れて 1952 〜 8 年に
異常に増加しており，「巨大組織の時代への社会機構の再編成があらあらしく
進行」したことによると説かれている 50。この時期に人工妊娠中絶率上昇を伴っ
49 「文化資源」については，http://www.l.u-tokyo.ac.jp/CR/，2016 年 8 月 27 日閲覧，を参照。
50 見田宗介［1978］『近代日本の心情の歴史──流行歌の社会心理史』講談社学術文庫，59, 





『東京大学宗教学年報』Ⅶ， http://hdl.handle.net/2261/26119 ，129 頁。

図 5　人工妊娠中絶実施率（女性人口 1000 人当たり）
本川裕［2007］「未成年の人工妊娠中絶（推移と地域状況）」 http://www2.ttcn.





云々と歌う『お富さん』（1954 年 8 月，ミリオン）や菊池章子の歌う『岸壁の母』
（1954 年 9 月，ミリオン）は堕した胎児が生きていてほしいという願望と重なり，
























う。島倉は 1963 年にプロ野球阪神の藤本勝巳と結婚したが，その前に 1 度，





125 〜 32 頁）。島倉のことは知らないまま京都に墓所のある私の両親の位牌を
同所に納めていた私が，このような論文を書くに至ったのは，浅草寺御本尊の
導きであろうか。










































『天国のキッス』を収めた 7th アルバム『ユートピア』（1983 年 6 月，1 位， 
64.1 万枚）の最後の曲は宇宙と一体化する「メディテーション」であり，妹の
死を契機とする松本の宗教的世界観の深まりを感じさせる。
10th アルバム『Windy Shadow』（1984 年 12 月，51.9 万枚）の 8 曲目「銀色
のオートバイ」について松田は，「松本隆さんは私の心を見抜くような歌詞を
『Boys & Girls』（1999 年 7 月，1 位，103.8 万枚）以降の浜崎あゆみを挙げることができ，
同郷の松田聖子との間に互いの自作詞を通した交流のあとも聴き取れる（平山［2009-4］『平
山朝治著作集　第 4 巻　「家」と個人主義──その伝統と今日』Ⅱ・四章 5，六章）。また，
Microsoft Windows 95 発売後のパソコンゲームの高度化とともに出現した恋愛ゲームおたく
やアダルトゲームおたくも，男性の間では妊娠リスクの高い現実の女性を避けてヴァーチャ
ルな世界で性的欲求を満たす傾向が顕著になったことを反映していると思われる。日本で









































































1997 年 1 月に松田と神田は離婚した。事ここに至って，40th シングル『あ
なたに逢いたくて〜 Missing You 〜』（1996 年 4 月，1 位，110.1 万枚，シング
ル自己最高売上げ，「明日へと駈け出してゆこう」と両Ａ面）と 43th シングル 
『さよならの瞬間』（1996 年 11 月，5 位，20.1 万枚）はその決意を固めた歌だっ
たことが推測できた。1997 年 12 月に松田は父も亡くした。最愛の夫と父を失っ
た寂しさを紛らわすかのように，翌 1998 年 5 月，交際 2 ヶ月で歯科医と再婚
してビビビ婚と話題になったが長続きせず，2000 年 12 月に離婚しており，再
婚中は自作の歌をあまり作れないスランプに陥っていたことからして，自分を





して以来 1985 年 2 月発売の 36th シングル『春の雪』までのシングルのジャケッ
ト写真はすべて洋装である。85 年 7 月には同じ 21 日に 37th『波止場しぐれ』
38th『ふたり傘』39th『紫陽花ばなし』40th『なごり雨』41st『雨あがり』と 5
枚もシングルが出たが着物は『ふたり傘』だけで 56，番号が 1 番若く，レコード
大賞最優秀歌唱賞を受賞した『波止場しぐれ』（29 位，13.2 万枚）が当初から 
ヒット狙いの本命曲で，洋服だった。1986 年 2 月にも同じ 21 日に，42nd『大
阪つばめ』43rd『裏町夫婦草』44th『デュオ雨あがり』（41st の北川信一との
デュオ版）が出ており，44th は 41st と似た髪型であるが，他の 2 枚はいずれ
も着物なので，このころ着物に傾斜し，1986 年 7 月の 45th『天城越え』以降，
日本調の曲では着物が定着する。







2014 年 2 月 20 〜 4 日に行なわれたアンケート調査 58 の結果から，着物需要
56 平山満紀の指摘によれば，『紫陽花ばなし』は和柄の半袖に羽織を着流した和洋折衷である。
57 吉田満梨［2013］「着物関連市場の問題構造と可能性──株式会社千總『總屋』の事例研究






合は 20 代 8％，30 代 13％，40 代 14％，50 代 26％，60 代 25％，70 代 14％で
あり，年間 15 万円以上支出する人は 50 代以上の女性に多い（吉田ほか［2014］
95 頁）。さらに，因子分析によると，日常着としてコーディネイトを楽しむと
いう第 4 因子が最も高いのは 50 代の女性であり，次いで 60 代の女性にも多い。

図 6　 石川さゆりが 1985 年 7 月に同時リリースしたシングル 5 枚（『波止
場しぐれ』『二人傘』『紫陽花ばなし』『なごり雨』『雨あがり』），
1986 年 2 月に同時リリースしたシングル 3 枚（『デュオ雨あがり』『大
阪つばめ』『裏町夫婦草』），『天城越え』（1986 年 7 月）ジャケット
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59 馬場憲治［1989］『ただ今，3 世代 4 家族 13 人同居中──群
カツオノエボシ
体生活のすすめ』廣済堂。

























































図 7　馬場賢治『ただ今，3 世代 4 家族 13 人同居中』ブックカバー

図 8　老親扶養についての考え方の変遷
阿藤誠［1997］「日本の超少産化現象と価値観変動仮説」『人口問題研究』第 53 巻 






































彼らに似てきたのであろう。松田の 22nd オリジナルアルバム『DIAMOND 









61 あまり知られていないが，石川は『二十世紀の名曲たち第 8 集』1998 年に収めた「名月赤
城山（東海林太郎 1939 年）」「花の首飾り（ザ・タイガース 1963 年）」「十三夜（小笠原美


















































2016 年 4 月 18 日閲覧）。『シンデレラ・ハネムーン』のものまねで有名なコロッ
ケが 2011 年 11 月に同曲をカバーしたシングルを出し，アルバム『コロッケワー

















































jp/prj/current_research/shakai_shihyo/about/about.html 2016 年 12 月 11 日閲覧）。
80 平　山　朝　治
付表　1969 〜 88 年　阿久塾関連主要歌手チャート




1969.9 / 9 / 37.4
『女のブル スー』
1970.2 / 1 / 74.8
『圭子の夢は夜ひら
く』
1970.4 / 1 / 76.5
『命預けます』
1970.7 / 3 /46.8
『女は恋に生きていく』
1970.10 / 7 / 23.3
『さいはての女』





1971.5 / 21 / 8.1
『わたしの城下町』18
歳
1971.4 / 1 / 134.3
1st“さだめのように川
は流れる”22 歳
1971.4 / 60 / 2.8
『みちのく小唄』








1971.10 /46 / 3.2
『お祭りの夜』




1972.1 / 20 / 13.8
『雪あかりの町』




1972.5 / 14 / 19.6
『瀬戸の花嫁』





1972.9 / 19 / 8.2
『京のにわか雨』
1972.8 / 1 / 61.3
“せんせい”13 歳（中 2）
1972.7 / 3 / 51.4
『悲しみの町』
1972.12 / 50 / 3.3
『漁火恋唄』




1972.10 / 4 / 36.7
『明日から私は』
1973.3. / 21 /12.9
『春のおとずれ』
1973.2 / 4 / 31.2
『かくれんぼ』15 歳（中
3） 1973.3 / 60 / 3.1
“中学三年生”
1973.2 / 3 / 32.9
『花小唄』
1973.7 / 100+ / 0
『恋にゆれて』
1973.5 / 4 / 22.1
“夕顔の雨”
1973.5 / 7 / 20.2
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『遍歴』
1973.8 / 50 / 3.6
『十五夜の君』
1973.8 / 8 / 19.0
『青い月夜の散歩道』
1973.8 / 72 / 4.2
“白樺日記”
1973.8 / 11 / 16.6
『恋の雪割草』
1973.11 / 41 / 5.3
『恋の雪別れ』
1973.11 / 15 / 14.1
“記念樹”
1973.10 / 13 / 13.6
“花のようにひそやか
に”
 1974.3 / 14 / 15.3
『おもいで』
1974.1 / 100+ / 0
“若草の季節”
1974.2 / 17 / 8.4
『京都ブル スー』
1974.4 / 59 /4.4
『いつでも初恋』
1974.4 / 100+ / 0
『下町の青い空』
1974.4 / 15 / 11.9　
以下略
『火の国小唄』
1974.6 / 100+ / 0
『ひとり囃子』
1974.6 / 21 / 10.5
『泣き虫列車』
1974.6 / 100+ / 0
『私は京都へ帰ります』
1974.7 / 95 / 0.4
『冬の駅』
1974.10 / 1 / 56.0
『白い手袋・ささの舟』
1974.10/ 100+ / 0
『命火』
1974.8 / 34 / 6.9
『黄昏の街』
1975.2 / 12 / 13.1
『ちいさな秘密』
1975.3 /30 / 9.2 天まで響け！
岩崎宏美
『あなたの噂』
1975.1 / 100+ / 0
『ひと雨くれば』
1975.5 / 15 / 16.3
『あなたの私』17 歳
（高 3）




1975.4 / 19 / 14.0
『青い山脈』
（潮哲也とデュエット）
1975.8 / 100+ / 0
【ⅰ】“ロマンス”
1975.7 / 1 / 88.7
『生きてるだけの女』
1975.4 / 73 / 2.1
『花車』
1975.9 / 20 / 16.3
『私でよければ』
1975.10 / 26 / 9.0
【ⅰ】“センチメンタル”
1975.10 / 1 / 57.3
『さすらい』
1975.9 / 100+ / 0
『桜前線』
1976.1 / 21 / 10.0
『霧のわかれ』
1976.1 / 30 / 7.1
【ⅰ】“ファンタジー”
1976.1 / 2 / 39.3
『はしご酒』
1975.11 / 43 / 11.1
『恋岬』
1976.5 / 19 / 5.9
【ⅰ】“十九の純情※”
1976.4 / 43 / 5.1
【ⅰ】“未来”
1976.5 / 2 /31.4
『女だから』
1976.4 / 99 / 4
『夾竹桃は赤い花』
1976.7 / 77 / 1.2
【ⅰ】“あいあい傘※”
1976.7 / 30 / 7.9
【ⅱ】“霧のめぐり逢い”
1976.8 / 4 / 23.4
『聞いてください私の
人生』
1976.8 / 70 / 4.5
『逢いたくて北国へ』
1976.9 / 15 / 17.9
【ⅱ】“花供養※”
1976.10 / 62 / 3.7
【ⅱ】“ドリーム”
1976. 11 /4 / 29.7
『哀愁酒場』
1977.2 / 77 / 1.6
『思い出にだかれて』
1977.1. / 41 / 3.8
【ⅲ】“津軽海峡・冬
景色※”
1977.1 / 6 / 72.7
【ⅲ】“想い出の樹の下
で”
1977.1 / 7 / 23.3
『星の砂』
1977.4 / 2 / 53.5
【ⅲ】“悲恋白書”
1977.4 / 8 / 17.5
『貴方ひとすじ』
1977.6 / 97 / 0.2
『湖の祈り』
1977.8 / 18 / 13.3
“能登半島※”
1977.5 / 7 / 42.5
 “熱帯魚”
1977.7 / 4 / 26.8
『面影平野』
1977.11 / 78 / 1.8
【ⅳ】 “暖流※” 
1977.9 / 11 / 29.2
【ⅲ】“思秋期※”
1977.9 / 6 / 40.4
82 平　山　朝　治
『ひとり歩き』
1978.1 / 29 / 5.6
『沈丁花』
1978.1 / 19 / 14.0
【ⅳ】“二十才前”
1978.2 / 10 / 17.9
『銀座流れ唄』
1978.5. / 100+ / 0
『夢追い列車』
1978.4 / 47 / 3.2
【ⅲ】“砂になりたい※”
1978.4 / 35 / 5.5
【ⅳ】“あざやかな場面
※”
1978.5 / 14 / 11.5
『泣きぬれてひとり旅』
1978.7 / 30 / 5.4
【ⅲ】“火の国へ※”
1978.7 / 36 / 4.4
【ⅴ】“シンデレラ・ハ
ネムーン”
1978.7 / 13 / 14.6
『酔い酔い酒場』
1978.10 / 100+ / 0
『雨…』中島みゆき詞
曲
1978.11 / 34 / 9.5
【ⅲ】“流氷”
1978.11 / 67 / 1.3
【ⅵ】阿木作詞
『さよならの挽歌』
1978.11 / 13 / 11,9
『可愛い女』
1979.10 / 100+ / 0
“スペインの雨”
1979.4 / 65 / 2.5
『春一輪』
1979.3 / 57 / 3.0
『春おぼろ』





1979.5 / 100+ / 0
『命燃やして』
1979.6 / 42 / 6.5
『夏に抱かれて』
1979.6 / 20 / 9.7
『恋ごころ』
1979.8 / 100 / 0.2
『傷だらけの恋』
1979.10 / 84 / 0.8
『万華鏡』





1980.1 / 22 / 13.0
『あなたに帰りたい』
1980.2 / 83 / 1.3
『スローな愛がいいわ』
1980.1 / 18 / 9.5
『裸足の季節』
（デビュー曲）
1980.4 / 12 / 28.2
“みちゆき博多発”
1980.6 / 66 / 1.9
『女優』
1980.4 / 15 / 13.3
『青い珊瑚礁』
1980.7 / 2 / 60.2
『螢火』
1980.7 / 96 / 0.5
“鴎という名の酒場”
1980. 9 / 84 / 1.9
“銀河伝説”『愛の生
命』
1980.8 / 18 / 10.8
『風は秋色／
Eighteen』
1980.10 / 1 / 79.6
『ジョーク』
1980.10 / 100+ / 0
《摩天楼》
1980.10 / 22 / 8.2
『チェリーブラッサム』
1981.1 / 1 / 67.5
『胸さわぎ』
1981.1 / 25 / 8.3
『夏の扉』
1981.4 / 1 / 56.8
『南風』
1981.3 / 100+ / 0
『恋待草』振袖のジャ
ケ写
1981.3 / 26 / 6.9
《白いパラソル》
1981.7 / 1 / 48.8
『ひと雨くれば』
1981.7 / 100+ / 0
『なみだの宿』
1981.5 / 69 / 2.2
『すみれ色の涙』
1981.6 / 6 / 31.7
《風立ちぬ》
1981.10 / 1 / 51.9
“たそがれラブコール” 







1982.1 / 1 / 50.0
『天の川情話』
1981. 11 / 100+ / 0
『れんげ草の恋』
1981.10 / 19 / 9.7
《渚のバルコニー》
1982.4 / 1 / 51.4
『ほととぎす』
1982.5 / 100+ / 0
《檸檬》
1982.2 / 16 / 13.6
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《小麦色のマーメイド》
1982.7 / 1 / 46.7
『みだれ髪』
1982.5 / 100 / 0.4
『漁火挽歌』
1982.7 / 84 / 1.3
『聖母たちのララバイ』
1982.5 / 1 / 80.4
《野ばらのエチュ ドー》
1982.10 / 1 / 45.0
『思い出さないで』
1982.9 / 18 / 8.4
《秘密の花園》
1983.2 / 1 / 39.6
『通りゃんせ帰りゃん
せ』
1982.12 / 100+ / 0
『あなたのためなら』
1983.2 / 100+ / 0
『素敵な気持ち』
1983.2 / 32 / 3.3
《天国のキッス》
1983.4 / 1 / 47.1
《真珠のピリオド》
1983.6 / 37 / 4.8
《ガラスの林檎／
SWEET MEMORIES》
1983.8 / 1 / 85.7
『お久しぶりね』
1983.7 / 8 / 39.7
『港の潮暦』
1983.6 / 100+ / 0
『家路』
1983.8 / 4 / 32.0
《瞳はダイアモンド
／蒼いフォトグラフ》
1983.10 / 1 / 56.8
『東京かくれんぼ』
1983.11 / 92 / 0.8
《Rock’n Rouge》
1984.2 / 1 / 67.4
（1984.2 長女出産） 『20 の恋』
1984.2 / 41 / 2.8
《時間の国のアリス》
1984.5 / 1 / 47.7
“未完の肖像”
1984.5 / 54 / 1.4
《ピンクのモーツァル
ト》
1984.8 / 1 / 42.4
『今さらジロー』




1884.8 / 100+ / 0
『橋』
1984.8 / 31 / 3.8
《ハ トーのイアリング》
1984.11 / 1 / 37.6
『春の雪』以上すべて
洋服
1985.2 / 100+ / 0
『決心／夢狩人』
1985.4 / 15 / 14.9
『天使のウィンク』
1985.1 / 1 / 41.4
『波止場しぐれ』洋服
（他 4 枚同時，うち 2
枚着物）
1985.7 / 29 / 13.2
『月光』
1985.10 / 54 / 1.0
『ボーイの季節』
1985.5 / 1 / 35.6
『乾杯 !』












2 枚同時，うち 1 枚着
物）
1986.2 / 32 / 7.4 
『好きにならずにいら
れない』
1986.2 / 57 / 1.1
（アルバム
《SUPREME》
1986.6 / 1 / 70.2）
『乱』
1986.3 / 100+ / 0
『天城越え』着物
1986.7 / 46 / 4.8
『小さな旅』




1986.10 / 55 / 1.1
《Strawberry Time》
 1987. 4 / 1 / 31.7
『背中でちょっと I 
Love You』
1987.4 / 100+ / 0
『夫婦善哉』着物
1987.2 / 25 / 19.7
『最初の恋人達』
1987.4 / 84 / 0.6
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《Pearl-white Eve》
1987. 11 / 1 / 20.2
『泣かないから』
1987.10 / 100+ / 0
『浪花姉妹』島倉千
代子とデュエット 着物
1978.10 / 100+ / 0
『風の童話／ラスト・
クル ズー』
1987. 11 / 89 / 0.4
《Marrakech 〜マラ
ケッシュ〜》
1988.4 / 1 / 18.2
【ⅵ】阿木作詞
『さよならの翼』洋服 
1988.2 / 28 / 3.3
『滝の白糸』着物
1988.6 / 26 / 17.4
益田宏美『未成年』
1988.12 / 83 / 0.4
Seiko 作詞『旅立ちは
フリージア』1988.9 / 1 
/ 20.9
『LEATHERY』
1988.10 / 100+ / 0
『フラワー＆グリーン』
洋服
1988.11 / 100 ＋ / 0
『だらしがないね』
1989.4 / 100+ / 0
『風の盆恋歌』着物
1989.6 / 22 / 17.8
SeikoMatsuda 作詞
『Precious Heart』
1989.11 / 2 / 12.9
『生まれてよかったね』
水彩画 1989.11 / 100
＋ / 0
出所：週間 100 位以内はオリコン，100+（100 位外）は，https://ja.wikipedia.org/wiki/ アー
ティスト名など。
“曲名”は阿久悠作詞，《曲名》は松本隆作詞，石川さゆりと岩崎宏美のゴシック体タイ
トルは，阿久悠・阿木燿子による双子路線，そのうちタイトル※は三木たかし作曲。　
